
 

成田空港滑走路新増設推進協議会 

 

次  第 

 

日 時：２０２５年１０月１７日     

                       １０：００から 

場 所：ＮＡＡ本社Ｓ会議室 

 

 

１．開会 

 

２．空港会社社長あいさつ 

 

３．議題 

（１）機能強化の用地確保等に向けた取り組み状況について 

 

（２）その他 

 

 

４．閉会 

 



2025年 10月17日

成田空港滑走路新増設推進協議会

成田空港滑走路新増設推進協議会 【資料１】

機能強化の用地確保等に向けた
取り組み状況について



１．工事概況



2

B滑走路延伸部造成整備
（盛土造成実施中：2025年9月）

東関東自動車道・切り回し・地下道化
（トンネル躯体構築中：2025年9月）

【工事概況】

工事実施概況（B滑走路）

◼ B滑走路延伸整備の本格工事は、本年5月25日に着工
◼ 現在、東関東自動車道の地下道化や造成工事を進めており、今後は舗装工事等に着手していく予定

新規
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C滑走路横断道路（トンネル）整備
（地盤改良工実施中:2025年9月）

C滑走路地区:軟弱地盤の分布
（図中緑線の内側：精査中）

軟弱地盤分布範囲（精査中）

C滑走路南側造成工事（その１）
（地盤改良工実施中:2025年9月）

◼ C滑走路新設整備の本格工事は、本年5月25日に着工
◼ トンネル部の軟弱地盤の改良に着手し、今後面的な切盛土など造成工事を進めていく

【工事概況】

工事実施概況（C滑走路）

新規

滑走路を横断するトンネル



【工事概況】

工事における環境対策

◼ 各工事については、以下のような環境対策を行い、地域へ配慮の上、鋭意整備を進めている状況

防塵用ネットの設置 工事専用道路を整備し交通を分離

噴霧器による粉塵対策 散水車による粉塵対策

濁水処理施設の設置

沈砂池等による濁水対策

騒音・粉塵・振動対策 濁水対策

新規
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２．第2の開港プロジェクトにかかる動き
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新貨物地区ゾーニングと空港隣接地との一体的運用のイメージ

◼ 最高水準の物流効率性を追求する新貨物地区を整備し、空港隣接地との一体的運用や圏央道とのスムーズなアクセスができ、環
境負荷の低減や地域発展にも貢献する貨物取扱施設の実現を目指す。

◼ 新貨物地区は2030年代初頭の供用を予定。
◼ 成田空港と圏央道を直結し、最短でアクセスする新たなIC（成田空港周辺IC（仮称））は千葉県県土整備公共事業評価審

議会にて事業の必要性が認められたところ。

空港隣接地との一体的運用
✓ 新貨物地区と空港隣接地との一体的運用を通じ航空

物流と親和性の高い新たな需要を誘致
✓ 新貨物地区と空港隣接地を一団の土地とし総合保税

地域化し、効率性・ 生産性向上

自動化による効率化
✓ 徹底的な自動化・機械化による世界最高水準の効率

性・生産性向上 

✓ 新貨物地区内における貨物荷姿の標準化
✓ 人手による作業の選択と集中による労働環境の向上 

成田空港周辺IC（仮称）

*BHS＝Buik Handling System
**CHS＝Container Handling System
***ULD=Unit Load Device

***

【第2の開港プロジェクトにかかる動き】

新貨物地区の方向性
新規
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◼ 国土交通省で「令和7年度自動物流道路の社会実装に向けた実証実験」として、既存の技術・施設における実験を通じ、自動物
流道路の実装に向けた技術的課題の検証および運用に必要な条件整理を行っている。

◼ 成田空港においても、「エアポートシティ」構想で物流分野の効率化・高度化に向け、空港内貨物施設を起点とする自動物流道路
を整備することを掲げている。

◼ 今般、成田空港周辺をフィールドとした実証実験が国土交通省で採択。今後、新貨物地区と隣接地の自動搬送、さらには成田・
羽田間の貨物搬送の自動化に向け、空港周辺での実証実験に取り組んでいく。

⚫ 実施場所：成田空港周辺施設（下図参照：県道成田小見川鹿島港線トンネル部内の未供用部等）
⚫ 検証期間：令和7年度内（12月～２月頃）
⚫ 対象機器：PLiBOT社の機器を含む複数の機器を使用しての実験を検討
⚫ 実験内容：道路局の公募内容におけるユースケース②・④

県道成田小見川鹿島港線
（天神峰トンネル）

建設センター

Ｂ滑走路

【第2の開港プロジェクトにかかる動き】

成田空港での自動物流道路の実現に向けて
新規



３．用地確保等に向けた取り組み状況



①これまでの取り組みを継続して着実に遂行
②用地確保等の体制強化を実施（実施済）

③地権者が契約に至るための条件を速やかに整えることに注力

以下のような対応を重点的に行いつつ、協力を求めて丁寧に用地交渉を実施中。

✓ 当該地権者の周囲の関係者の方の協力もいただきながら交渉。
✓ 相続やその他の権利関係の整理に時間を要している地権者の方に対しては、法的サポート※を実施するとともに、当事者に

おいて協議が円滑にまとまるよう働きかける。
✓ 代替地の多様な情報提供※を含めて、補償の考え方等を改めて丁寧に説明。
※詳細
→遺産分割協議に向けた財産管理人選任手続き、遺産分割に関する司法手続きのご案内、弁護士への法的見解の確認
→農地等の生活再建に資する代替地の情報

④リーフレットの配布やオープンハウス（対話型説明会）の開催

【用地確保等に向けた取り組み状況】

用地の確保状況及び今後の取り組みについて
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◼ 用地確保等に向けた取り組みを進める中で、一定の用地確保に至っているが、補償の考え方へのご理解を得られ
ない、空港の機能強化にご理解が得られない、相続手続きが未了である、といった課題の解決に至っていない状
況は続いている。

◼ このような状況にあることから、関係者と一層連携して、以下の取り組みを総動員するのはもちろん、これまで以上
に工夫しながら用地確保の加速化に全力をあげていく。

時点更新

◼用地取得については、

 用地確保等の今後の取り組み方針に則り、

 引き続き丁寧に用地交渉を進めており、

2025年９月末現在で86.2％を確保。
遺産分割に向けた財産管理人選任、
調停
弁護士を通じた法的な見解を求めた
（申立書をつくっている）

農地等生活再建再建用代替地等、

今後の取り組みについて

用地の取得状況について

民有地 公用地 NAA用地 計

必要面積 ７４３ｈａ １１５ｈａ ２４１ｈａ １，０９９ｈａ

うち契約面積
582ha ⇒ 591ha
（78％ ⇒ 79.5％）

ー ー 確保率 85.3％ ⇒ 86.2％

2025年９月末時点

※2025年7月末時点との比較 ／ 確保率（契約済民有地＋公用地＋NAA用地）
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【用地確保等に向けた取り組み状況】

移転用代替地位置図

川津場(芝山町)
35区画整備
一部居住開始

菱田(芝山町)
26区画整備
一部居住開始

五辻(多古町)
開発許可申請準備中 多古台(多古町)

25区画整備中

西三里塚(成田市)
14区画用意

矢志ヶ谷(芝山町)
７区画用意

並木町(成田市)
15区画用意

大里(芝山町)
4区画整備中

集団移転代替地

既存居住用移転代替地

※既存居住用移転代替地の「用意」とは、造成工事を要せず、区割りとこれに伴う道路の整備であることから表現を変えているもの。

◼移転対象戸数 約２００戸（拡張区域全域の住居）に対して、現在１２６区画を整備（整備中含む）。
◼法人所有物件 約５０件（拡張区域全域）に対して、現在８区画を整備中。
◼整備代替地の現在の整備状況については、次頁のとおり。

事業者用移転代替地

岩山①(芝山町)
6区画整備中

岩山②(芝山町)
1区画整備中

喜多(多古町)
1区画整備中

時点更新
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【大里代替地】⇒整備中

●整備計画

開発面積
⇒約0.77ha
区画数
⇒3区画
※近隣で別途
   １区画整備

開発面積
⇒約2.0ha
区画数
⇒25区画

【多古台代替地】⇒近日完了予定

●整備計画

時点更新

◼芝山町内代替地のうち、川津場代替地（35区画）、菱田代替地（26区画）は整備が完了し、移転される方が住宅を建築中。
◼多古町内代替地のうち、五辻代替地については、開発許可申請準備中。
◼他の代替地については以下の通りの状況。

〇集団移転用代替地整備状況

〇事業者用代替地整備状況

開発面積
⇒約4.0ha
区画数
⇒6区画

開発面積
⇒約1.6ha
区画数
⇒1区画

【岩山①代替地】⇒整備中 【岩山②代替地】⇒整備中 【喜多代替地】⇒整備中

開発面積
⇒約1.4ha
区画数
⇒1区画

●整備計画●整備計画●整備計画

（参考）整備完了代替地

【用地確保等に向けた取り組み状況】

移転用代替地整備状況



【用地確保等に向けた取り組み状況】

リーフレット（第２号）の発行について
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時点更新

創刊号の反応
スタンスを作成中

【表面】 【裏面】

◼ オープンハウスの開催概要の案内を主たる内容として、第2号を10月22日に新聞折込にて配布開始予定。
◼ 別途、地区回覧等（各自治体の事情に沿った対応）も実施予定。
◼ 配布先は、成田市、芝山町、多古町をはじめとした千葉県内空港周辺９市町及び茨城県稲敷市、河内町。



【用地確保等に向けた取り組み状況】

オープンハウス（対話型説明会）の開催について
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時点更新

前回の協議会での結果のもと、本協議会員が連携した取り組みとして、千葉県内空港周辺９市町、
茨城県稲敷市及び河内町のご協力をいただき開催。

【実施内容】
  各滑走路の整備計画等を案内する3分程度の動画の放映、パネル展示の実施と説明
【体制】
ＮＡＡ社員に加えて、国、千葉県、開催地の市町の職員も参加

開催日 市町 会場

10月26日(日)・27日(月)・28日(火) 芝山町
芝山町役場本庁舎
1階町民ホール

10月31日(金)・11月１日(土) 香取市 香取市役所１階ロビー

11月14日(金)・15日(土)・16日(日) 多古町
多古町コミュニティプラザ
1階展示ホール

11月28日(金)・29日(土) 神崎町 神崎ふれあいプラザ展示ホール

11月30日(日)・12月１日(月) 成田市
成田市役所本庁舎
1階市民ロビー

12月５日(金)・６日(土) 栄町
ふれあいプラザさかえ
ふれあいセンター１階展示ロビー

12月12日(金)・13日(土) 山武市
松尾交流センター洗心館
(松尾公民館)

12月19日(金)・20日(土) 横芝光
町

横芝光町町民会館 大ホール

12月21日(日) 横芝光町文化会館 集会室

開催日 市町 会場

１月９日(金)・10日(土） 稲敷市 稲敷市役所 1階

１月16日(金)・17日(土) 河内町
河内町農村環境改善セン
ターロビー

１月18日(日)・19日(月) 富里市
富里市すこやかセンター
(保険センター) 1階

【オープンハウス（対話型説明会）開催日程】 ※全日10：00～16：00で開催

※周知については、リーフレット（第2号）にてご案内。

















「成田空港滑走路新増設推進協議会」の結果について（概要） 

 

2025 年１０月１７日 

推進協議会事務局 

 

 

国土交通省、千葉県、成田市、芝山町、多古町及び成田国際空港(株)は、本日、成田空港滑

走路新増設推進協議会を開催し、機能強化に向けた取り組み状況について共有し、より一層緊

密に連携して、用地確保の加速化に全力をあげていくことを確認しました。 

 

【開催概要】 

１ 日 時   ２０２５年１０月１７日（金） １０：００ ～１１：００ 

２ 場 所   成田国際空港株式会社本社ビル１階 S 会議室 

３ 議 題    

（１）機能強化の用地確保等に向けた取り組み状況について 

（２）その他 

４ 出席者 

・国土交通省航空局長      宮澤
みやざわ

 康一
こういち

  

・千葉県知事          熊谷
くまがい

 俊人
としひと

  

・成田市長            小泉
こいずみ

 一成
かずなり

  

・芝山町長            麻生
あ そ う

 孝之
たかゆき

  

・多古町長            平山
ひらやま

 富子
と み こ

  

・成田国際空港株式会社代表取締役社長  藤井
ふ じ い

 直樹
な お き

 

５ 結果概要 

  別紙のとおり 

 

 

 



≪推進協議会結果概要≫ 

 

１ 機能強化の用地確保等に向けた取り組み状況について  

○  これまでの推進協議会において成田空港会社から示された、用地確保等に向けた今後

の取り組みが実施されており、用地確保が 85.3％（２０２５年７月末時点）から 86.2％

（２０２５年９月末時点）まで進捗していることを確認した。 

○  一方で、成田空港会社として、前回の推進協議会で確認した課題に対応した重点的な

取り組みを講じてきたものの、課題の解決には至っていない状況が続いており、成田空

港会社、国、県、市町は、より一層緊密に連携して、課題に対応した重点的な取り組みや、

本日共有された県・市町の取り組み、さらには、リーフレットの配布、オープンハウス（対

話型説明会）の開催といった取り組みを総動員するのはもちろん、これまで以上に工夫

しながら用地確保の加速化に全力をあげていくことを確認した。 

 

別紙 


